
CASBEE熊本120312 性能表示

（∧～llEE㊦熊本《新築》【性能表示】
■　 建 物 概 要 l■　 外 観

建物名称 （仮称）尚銅学園九品寺キャンパス再 階数 地上 2F

建 設地

用途地域

熊本県熊本市九品寺 2丁 目6番 78号

商 業、近隣商業、第2種 住 居 地域、‘

構造 R C造　　　　　　　　　　　　 上顎　　　　 一描登鍬邪悪鰐誉

平均居住人員 1，5 00　人 、閤 攣 野 撃幣 宇ウニ芋♪三：

1㍍－
気候区分 地域区分ⅠⅤ 年間使用時間 1，6 00　時 間／年

姦…表

建物用途 集会所， 評価の段階 実施設計段階評価

竣工年 20 13 年3月　　　　 予定 評価の実施日 2011年12月15日

敷地 面積

建築面積

延床面積

29，69 9 ポ

2，9 14 n了

4，27 4 n了

作 成 者

確認日

確認者

㈱奥村組　 長谷川 茫 攣 攣 攣 当 繍 ⊥■；、≠一習 撃　　もLJ∴∴

CA SB EE評価結果
建築物の環境効率（BEEランク＆チャート）
★ ★ ★ ★ 嘉

BEE ＝1．6 ■BEE（環境効率＝Q（環境品質）　L（環境負荷）　判定値

評価

100　　　　 3・0　　　 1・5　　 B E E ＝1 tO ■ 環 境 効 率評価基準

A　　　　 B ＋
ラン ク ランク表 示

S ★ ★ ★ ★ ★

　　　　　　　　　　　 F

0

　　 B E E 値　 Q値

素 晴 らしい 3．0以 上　 5 0以 上

A　　 ★ ★ ★ ★　　　 大変 良い　 1．5以 上 3．0未 満

璧 50　　　　　　　　　　　　 0．5 B ＋　　 ★ ★ ★　　　　 良い　　　 1．0以 上 1．5未 満

昭
班

B －　　 ★ ★　　　　　 やや 劣る　　 0．5以 上 1．0未 満

瞥
C　　 ★　　　　　　　 劣る　　　　　 0．5未 満

－32　　　　　　　　　　　 C ■ライフサイクル C O 2 排 出性 能評価基準

0
判定 値 （排出率 〉　　　　 ランク表示

0　　　　 50　　　 100　　　環 境負 荷 L 3 0％ 以 下　　 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

3 0％ 超 6 0％ 以下　 ☆ ☆ ☆ ☆
ライ フサ イク ル C O 2排 出 性 能 （ラ ン ク 毒 ＋」ト　　 ・・・・・・▲－

60％ 超 8 0％ 以下　 ☆ ☆ ☆

80％ 超 100 ％以 下　 ☆ ☆

l ■　 7 1 ノ ノ 1 ノ ル L U 2形日工＝土 日ヒしフ ノ ノ衣 小 ノ　　　　　 l　　 排 皿 竿

☆ ☆ 点弓吾吉 82％ い 00％超　　　 ☆

評価点 ■熊本県重点評価基準

【重点事項1】温室効果ガス排出量削減の推進

【重点事項2】安全安心で暮らしやすい社会の実現

【重点事項3】県の地域資源の有効活用と保全

【重点事項4】循環型社会の実現

判定値（評価点） ランク表示

100点以上 感 痘 感 悉 感

80点以上100点未満 感 感 感 感

60点以上80点未満 感 感 感

40点以上60点未満 感 感

40点未満 惑

※評価点は、100点以上が推奨です。
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CASBEE熊本120312 結果

（∧～llEF熊本《新築》【評価結果】
■使用評価マニュアル　CASBEE・新更（簡易版）2010年版　使用評価ソフト＝CASBEE・NCb＿2010（V．1．3）

1・1 建 物 概 要 l F q ■ほ ざ写宇

建物名称 （仮称）尚綱学園九品寺キャンパス 階数

構造

地上 2F

R C造

・・．ヽノ・

浄

　 も、認　議 嘉 川、義臣．三・溢

表‾騨 櫛 芸艶 二・‾－r‾、

攣 率 遥 線 1▲√－慧 ＿仁 ・「．堅

建設地

用途地域

熊本県熊本市九品寺 2丁 目6番 7 8

商業、近隣商業、第 2種住居地域 、平均居住人員 1．50 0　人

気候区分 地域区分Ⅳ 年間使用時間 1，60 0　時間／年

ふ二八：
建物用途 集会所， 評価の段階 実施設計段階評価

竣工年 20 13年3月　　　　 予定 評価の実施 日

作成者

確認 日

確認者

2011年12月15日

㈱奥村組 長谷川敷地面積

建築面積

延床面積

29，69 9 ポ

2，9 14 ポ

4，2 74 ポ

　 ≠＿、

那 r ‾二
絢騨こ 一■｛

BEE＝1・6★★★★字
★★★★★ ★★★★　B＋ ★★★　8

3．0　　　1．5　　BEE＝1．0

01のスコア＝　2．3

2■2 l r一一「㌃r　 N ・A ・

音環境　　　温熱環境　　光・輪環境　空気質環境

LRlエネルギー
LRlのスコア＝4．0

建物の　　　自然工ネ　　設備システ　　効率的
熱負荷　　　ルギー　　　ム効率化　　　運用

☆☆☆☆☆
30％：☆☆☆☆☆　600ふ：☆☆☆☆　809。・☆☆☆10仇．☆☆10帆超：☆

①参照値

②建築物の取組み

③上記十（診以外の

オンサイト手法

④上記十

オフサイト手法

0　　　　40　　　　80　　　120　　160

（kg－CO2／年・m2）
このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一般的な建

物（参照値）と比べたライフサイクルC02排出量の目安で示したもので
す

Q2サービス性能

01

室内環境

LRl

エネルギー

∵＿＿二子ご‾モ

Q3室外環境（敷地内）
02のスコア＝　3．7

4 ．2

機能性　．電設　　温

LR2資源・マテリアル
LR2のスコア＝3．8

水資源　　　非再生材料の　　汚染物質
保鮭　　　　使用削減　　　　回避

Q3室外環境
（敷地内）

LR3

敷地外環境

Q3のスコア＝　3．5

5 ．0

3 ．0

2 ．0

まちなみ　　　　地域性・
・景観　　　　　アメニティ

LR3のスコア＝3．1
LR3敷地外環境

地球温暖化　　　地域環境　　　　周辺環境

への配慮　　　　への配慮　　　　への配慮

rcASBEE＝ComprehensiveAssessmentSystemforBuiltEnvironrnentEff．ciency（建築環境総合性能評価システム）
dQ：Quality（建築物の環境品質）L：Load（建築物の環境負荷）、LR＝LoadReduction（建築物の環境負荷低減性）BEE＝Bu”dingEnvironmentalEfficiency（建築物の環境効率）

■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと
■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LRl、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される
■LCC02の算定条件等については、「LCCO2算定条件シート」を参照されたい
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CASBEE熊本（尚綱学園アリーナ棟）．xrs
配慮事項

（∧～liEE鞍熊本《新築》【配慮事項】

使

内

Pagel／1
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CASBEE熊本120312

佃硝軌軌鮮謁罫九品書手ヤシ′〔ス僻事貰

スコア

■使用評価マニュアル：CASBEE一新築（簡易版）2010年版

l　　　岬に数値またはコメントを記入　　　　■評価ソフト　　　CASBEE－NCb＿2010（V．1．3）

ス コ ア シ ー ト　　　　 実 施 設 計 段 階

配 慮 項 目 環 境 配 慮 設 計 の 概 要 記 入 欄

建 物全体 ・共用 部分 住居 ・宿泊部 分

全 体
評 価 点　 j

重み

係数
評価 点　 ≡

重 み

係 数

Q 麹 拶 環 境 品 質 3 1

轟 撒 揉 、3済 ∴済賢 ．琴′、 く1　か、　八㌔ 一 級靭 2 ，3 、

1 音 環 境 2．2 0 ．2 3 2 ．2

1 1 騒 音 1．0 0 ．4 0

1．00

0 ．4 0

1，00

0 ．20

l 1 室 内 騒 音 レベ ル 1．0

1 ．2 遮 音 3．0

1 開 口部 遮 音 性 能 3．0

2 界 壁 遮 音 性 能

3 界 床 遮 音 性 能 （軽 量 衝 撃 源 ）

4 界 床 遮 音 性 能 （重量 衝 撃 源 ）

1．3 吸 音 3．0

2 温 熟 環 境 1．5 0 ．4 4 1 ．5

2 ．1 室 温 制 御 2．1 0 ．50

1 室 温 2．0 0 ．50

0 ．1 7

0 ．3 3

0 ．2 0

0 ．3 0

3 外 皮 性 能 1．0

3 ．04 ゾ ーン別 制 御 性

2 ．2 湿 度制 御 1．0

1．02 ．3 空 調 方 式

3 光 ・視 環 境

3．1 昼 光 利 用

l

l

l

1 昼光 率

2 方位 別 開 口

3 昼 光 利 用 設 備

3．2 グ レア 対 策

l 2 昼 光 制 御

3．3 照 度

3．4 照 明 制 御

4 空 気 質 環 境 3．4 己　0．3 3 3．4

4 ．1 発 生 源 対 策

F☆ ☆☆ ☆を積 極 的に採用 している。

建 物全体 禁煙 。禁煙 ブース等 を設 置 している。

4．0 …　0．5 0

1 化 学 汚 染 物 質 4．0 1 ．0 0

0 ．30

0 ．50

0．50

0．20

0，50

0．50

4 ．2 換 気 2．0

1 換 気 量 3．0

2 自然 換 気 性 能

3 取 り入 れ 外 気 へ の 配 慮 1．0

4 ．3 運 用 管理 4．0

1

1

1 C 0 2の 監 視 3．0

5 ．02 喫 煙 の制 御

2　 サ ー ビ ス 馳 腋 ㌣ 牒 ネく い ぬ 0 … 3、．7

1 機 能 性 4．2 0．40 4 ．2

1 1 機 能 性 使 い や す さ

照 明計 画と内装 計画 が一体 化 となるよう努めてい る。

防汚性 の高 い仕上 げ（内壁 ・床 面 ・外壁）を採用 している。

清 掃用 倉庫 を設置 し保全 維持 管理 に配 慮 している。

3．0 0，40

1．00

0．30

1．00

0 ．30

0 ．5 0

0．5 0

1 広 さ・収 納 性

2 高 度 情 報 通 信 設 備 対 応

3 バ リアフリー 計 画 3．0

1．2 心 理 性 ・快 適 性 5．0

1 広 さ感 ・景観

2 リフレッシュスペ ース

3 内 装 計 画 5．0

1．3 維 持 管 理 5．0

1 維 持 管 理 に配 慮 した設 計 5．0

5 ．02 維 持 管 理 用 機 能 の 確 保

2 耐 用 性 ・信 頼 性 3．5 0 ．3 1 3 ．5

2 ．1 耐 震 ■免 震

タイル貼を使用 している。耐 用年 数40 年以上

石 膏ボー ドの上 にビニル クロスを使 用 している。耐 用年数 11年 以上

大地震 後に備 え二 次災害 の 防止 に努 めている。

3．0 0 ．4 8

0 ．8 0

0 ．2 0

0 ．3 3

0 ．2 3

0 ．2 3

0 ．0 9

0 ．0 8

0 ．1 5

0 ＿2 3

1 耐 震 性 3．0

3 ．02 免 震 ・制 振 性 能

2 ．2 部 品 ・部 材 の耐 用 年 数 3．9

1 躯 体 材 料 の 耐 用 年 数 3．0

5 ．0

5 ．0

3．0

5．0

3 ．0

2 外 壁 仕 上 げ 材 の 補 修 必 要 間 隔

3 主要 内装 仕上 げ材 の更新 必要 間隔

4 空 調 換 気 ダ クトの 更 新 必 要 間 隔

5 空 調 ・給 排水 配管 の 更新 必 要 間隔

6 主要 設 備 機 器 の 更 新 必 要 間 隔
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CASBEE熊本120312 スコア

被害 の重 要度 に応 じて系統 を区分 し災害 時 に配 慮 している。

災害 時 に充分配 慮 している。

給 水管 はV L P 、排 水管 は V P とレベル B の 管材 を使用 している。

2 ．4 信 榛 性 4 ．0 0 ．19

1 空 調 ・換 気 設 備 5 ．0

5 ．0

3 ．0

4 ．0

3 ，0

0 ．20

0 ．20

0 ．20

0 ．20

0 ．20

2 給 排 水 ・衛 生 設 備

3 電 気 設 備

4 機 械 ・配 管 支 持 方 法

5 通 信 ・情 報 設 備

3 対 応 性 ・更 新 性 3 ．4 0 ．29 3 ．4

3 ．1 空 間 の ゆ とり

比 率 ：0 ．14

床 荷重 ニ3500 N ／m 2

4 ．0 0 ．3 1

1

1

1 階 高 の ゆ とり

1 ．00

0 ．3 1

0 ．38

0 ．1 7

0 ．1 7

0 ．1 1

0 ．1 1

0 ．22

0 ．22

2 空 間 の 形 状　 自 由さ 4 ．0

4 ．03 ．2 荷 重 の ゆ とり

3 ．3 設 備 の 更 新 性 2 ．6

1 空 調 配 管 の 更 新 性 2 ．0

2 ．0

3 ．0

3 ．0

3 ．0

3 ，0

2 給 排 水 管 の 更 新 性

3 電 気 配 線 の 更 新 性

4 通 信 配 線 の 更 新 性

5 設 備 機 器 の 更 新 性

6 バ ックア ップスペ ー ス の確 保

Q 3　 室 外 環 境 （敷 地 内 ）
！
0 ．30 3 ．5

1 生 物 環 境 の 保 全 と創 出 2 ．0 0 ．3 0 2 ．0

2 ま ちな み ・景 観 へ の 配 慮 地域 性へ の配慮 、快適 性 の向上 に努 めている。 5 ．0 0 ．4 0 5．0

3 地 域 性 ・ア メニ ティへ の 配 慮 3 ．0 0 ．3 0 3 ．0

l

l

3 ．1 地 域 性 へ の 配 慮 、快 適 性 の 向 上 3 ．0

3 ．0

0 ．5 0

0 ．5 03 ．2 敷 地 内 温 熱 環 境 の 向上

▲1
建 築 物 の 環 境 負 荷 低 減 倦 胃

L R l エ ネ ル ギ ー
－

…　0 ・4 0 t J姿′∴ 4 ．0

1 建 物 の 熟 負 荷 抑 制 276．7ポイント 5．0 0 ．3 0 5．0

2 自 然 エ ネ ル ギ ー 利 用 3．0 喜　 0 ．2 0 3．0

2 ．1 自然 エネ ル ギ ー の 直 接 利 用 3．0

3．0

0 ．5 0

0 ．5 02 ．2 自 然 エネ ル ギ ー の 変 換 利 用

3 設 備 シ ステ ム の 高 効 率 化 効率 化に充 分配 慮している。 4．4 0 ．3 0 4．4

集 合 住 宅 以 外 の 評 価 （E R R に よる評 価 ） E RR＝24．5％ 4 ．4

集 合 住 宅 の 評 価

4 効 率 的 運 用 3．0 ； 0 ．2 0 3 ．0

4 ．1 モニ タリング 3．0

3．0

0 ．5 0

0 ．5 04 ．2 運 用 管 理 体 制

L R 2 資 源 ・マ テ リア ル
－

0 ．3 0 】 3 ．8

1 水 資 源 保 護 3．8 0 ．15 3 ．8

1 ．1 節 水 節 水コマに加えて節水 型機器 などを用いている。

雨 水利 用している。

4．0 0 ．4 0

0 ．6 0

0 ．6 7

0 ．33

1 ．2 雨 水 利 用 雑 排 水 等 の 利 用 3 ．6

1 雨 水 利 用 シ ステ ム導 入 の 有 無 4 ．0

3 ．02 雑排水 等利 用システム導 入の 有無

2 非 再 生 性 資 源 の 使 用 量 削 減 4 ．2 喜　0 ．6 3 4 ．2

2 ．1 材 料 使 用 量 の 削 減

配 金に電 炉鉄 筋を使 用

砕 石 は再生砕 石、床 塩ビシートはエコマーク商 品、インターブロックは再生

解 体 ・改 修 ・更新 時に充分 配慮 してい る。

3 ．0

3 ．0

5 ．0

5 ．0

2 ．0

5 ．0

0 ．07

0 ．2 4

0 ．20

0 ．20

0．05

0．24

2 ．2 既 存 建 築 躯 体 等 の 継 続 使 用

2 ．3 躯 体 材 料 に お ける リサ イクル 材 の 使 用

2 ．4 非 構 造材 料 に おけるリサ イクル材 の使 用

2 ．5 持 続 可 能 な 森 林 か ら産 出 され た 木 材

2 ．6 部 材 の再 利 用 可 能 性 向 上 へ の 取 組 み

3 汚 染 物 質 含 有 材 料 の 使 用 回 避 3 ．0 ≡　 0．22 3 ．0

3 ．1 有 害 物 質 を含 まな い材 料 の使 用 3 ．O　 l o．32

3 ．2 フロン り ロヽンの 回避 3 ．0 …　 0．6 8

1 消 火 剤

3 ．0

3 ．0

0 ．5 0

0 ．5 0

2 発 泡 剤 （断 熱 材 等 ）

3 冷 媒

ぴ は 敷 地 外 環 境
－

‡ 0．30 亭・1

3 ．71 地 球 温 暖 化 へ の 配 慮 （自動計 算） 3 ．7 0 ．3 3

2 地 域 環 境 へ の 配 慮 2 ．3 0 ．3 3 2 ．3

2 ．1 大 気 汚 染 防 止 3 ．0

2 ．0

0 ．2 5

0 ．5 0

0 ．2 5

0 ．2 5

0 ．2 5

0 ．2 5

0 ．2 5

2 ．2 温 熱 環境 悪 化 の 改 善

2 ．3 地 域 インフラへ の 負 荷 抑 制 2 ．5

1 雨 水 排 水 負 荷 低 減 3．0

3．0

3．0

1．0

2 汚 水 処 理 負 荷 抑 制

3 交 通 負 荷 抑 制

4 廃 棄 物 処 理 負 荷 抑 制

3 周 辺 環 境 へ の 配 慮 3 ．4 0 ．3 3 3 ．4

3 ．1 騒 音 ・振 動 ■悪 臭 の 防止

照度 基準 を考 慮している。

広告 物照 明に配慮 している。

3 ．0 喜　 0 ．4 0

1 騒 音 3．0

3．0

3，0

0 ．3 3

0 ．3 3

0 ．3 3

0 ．4 0

0 ．7 0

0 ．3 0

0 ．2 0

0 ．7 0

0 ．3 0

2 振 動

3 悪 臭

3 ．2 風 害 ・砂 塵　 日照 阻害 の 抑 制 3 ．0

1 風 害 の 抑 制 3，0

2 砂 塵 の 抑 制

3 日照 阻 害 の 抑 制 3．0

3 ．3 光 害 の 抑 制 5．0

1 塵外照明及び屋内照明のうち外に漏れる光への対策 5．0

5．02 昼光の建物外壁による反射光（グレア）への対策
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l 重点事項

壷 評価点

＝＝－■三i苫
重み係数

障

l m 桓 目（配慮項目）

瓜　　　　　　　　　 且　　　 の

92 ．2 0 ．40 3 6 ．88

Q 1－2．1．3 外皮性能 了．β　　 0．06

Q ト3．1．3 昼光利用設備 αβ　　 0．00

Q 1－3．2．2 昼光制御 αβ　　 0．00

LR ト1 建物の熟負荷抑制
反β　　 0．17

L R ト2 自然エネルギー利用
よβ　　 0．22

LR ト3 設備システムの高効率化 4．4　　 0．33

LR 2－2．1 材料使用量の削減 且β　　 0．11

LR 3－2．3．3 交通負荷抑制 よβ　　 0．11

② 安全安心で暮らしやすい社会の実現

6 7．5 0 ．20 1 3 ．50

Q 2－1 1．3 バリアフリー計画 よβ　　 0．25

Q 2－2．1．1 耐震性 且〃　　 0．25

Q 3－1 生物環境の保全と創出 且β　　 0．15

Q 3－3 地域性・アメニティへの配慮 且β　　 0．20

L R 3－2．2 温熱環境悪化の改善 且β　　 0．15

③ 県の地域資源の有効活用と保全

9 0 0 ．2 0 1 8 ．0 0

Q 3－2 まちなみ・景観への配慮 ゑβ　　 0．20

LR 2－1 1 節水 4．♂　　 0．30

LR 2－1．2．1 雨水利用システム導入 4 β　　 0．20

L R 2－2．5 持続可能な森林から産出された木材 且β　　 0．30

④ 循環型社会の実現

9 9 ．7 0 ．2 0 1 9．94

Q 2－2．2 部品・部材の耐用年数
よタ 0．30

Q 2－3 対応性■更新性 よ4　　 0．30

L R 2－2．2 既存建築躯体等の継続使用 よβ　　 0．10

L R 2－2．3 躯体材料におけるリサイクル材の使用 尻β 0．15

L R 2－2．4 非構造材料におけるリサイクル材の使用 ∂二β 0．15

■評価点算出式

評価点は、以下の方法により算出しています。
◆総合評価結果

総合評価点＝（各重点事項の評価点×各重点事項の重み係数）の総和
※重み係数の総和は、「1」であること。

◆各重点事項（①～④の項目）

評価点＝（各重点項目のスコア×各重点項目の重み係数）の総和×（5／4）×20
※重み係数の総和は、「1」であること。
※（5／4）×20　スコア4点を評価点100点に変換するスケーリング定数
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